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設置にごいて 

機器を設置するとをは、下記のことをお守りください。 

• 必ず平らで安定した場所に設置してください。台など 
の上に設置する場合は、必ず台の強度を確認して<だ 
さい。 

♦スピーカーの磁気により、テレビやパソコンの画面に 
色ムラび発生することびあります。テレビやパソコン 
から少し離して置いてください。 

♦ラジオ、テレビ、携帯電話の近<で使用すると受信障 
害の原因となることびありますので、離してお使いく 
ださい。 

♦放熱び十分でないと、内部に熱びこをり、故障や火災 
の原因となることびあります。 

•機器の上面に、巧をかけたり、放熱を巧げるをのを 
置かないでください。 

•機器の各面から、下記に示すスぺースを空けてください。 
上面 10 cm 姑 上、 背 西 lOcm 虹上 

お手入れのしかた 

巧れたとをは、柔らかい巧でからぶをして <ださい。 
シンナー、ベンジン、アルコールなどは変色の原因にな 
ることびありますので、ご使巧にならないで<ださい。 

接点復活巧!にごいて 

接点復活剤は、故障の原因となることびありますので、 
ご使巧にならないで < ださい。 

特にオイルを含んだ接点復活剤は、プラスチック部品を 
変形させることびあります。 


ステレオ音のエチケット 


[ をのエチケット 


楽しい音楽わ、時と場所によっては気 
になるものです。近くにいる人や、瞬 
り近所への配慮を十分いたしましょう。 
特に密集した場所でご使用になる場合 
は、音量を控え目にするなどして、お 
互いにわを配り、快い生活環境を守り 
よしよつ。 



















































まを上のごを意 


化 e 正注ぶ 


お使いになる人や化の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただ 
くことを、次のよラに説明しています。記載している表示•図記号についての内容を良く理 
解してから本文をお読みになり、必ずお守りください。 

■ 表示内容を無視して誤った使いちをしたとさに生じる危害や損害の程度を、なの表示で区 
分し、説明しています。 


A 警告 
A ミ主意 


この表示を無視して、誤った取 D 扱いをすると、人び死亡または 
重傷を負ラ可能性び想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取 D 扱いをすると、人び傷害を負ラ 
可能性び想定される内容、および物的損害のみの発生び想定され 
る内容を示しています。 


■ お守りいただ<内容の種類を、なの絵表示で区分し、説明しています。 


A A 記号は、ま意（警告を含む）を促す内容びあることを告げるものです。 
_図の中に具体的なま意内容（左図の場合は感電ま意）び描かれています。 


處 


S ) 記号は、禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

♦記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから揣ブ) 
が描かれています。 


お客様または第兰者び、この製品の誤使用-故障-その他の不具合およびこの製品の使用によって受け 
られた損害につをましては、法令上の賠償責任び認められる場合を除さ、当社は一切その責任を負いま 
せんのであらかじめご了承ください。 

この製品の故障-誤動作-不具合などによって発生した次に掲げる損害などの付随的損害の補償につさ 
ましては、当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。 

-お客様または第云者びディスクなどへ記録された内容の損害 
-録音-再生などお客様または第王者び製品利巧の機会を逸したことによる損害 


この「ま全上のご注意」には、当社のオーディオ機器全般についての内容を記載しています。 
(説明項目の中には、本文での説明と重複する内容ちあります） 
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安を上のごを意 



A 警告 

異常のとをは 

設置について 



異常が起きた場合は電源プラグを 
巧< 

内部に水や異物び入ったり、煙び出た 
0、変な臭いや音びした場合は、すぐ 
に電源スイッチを切0、電源プラグを 
コンセントから抜く。そのまま使用す 
ると、火が•感電の原因となります。 
煙や、異臭、異音び消えたのを確かめ 
てか5修理をご依頼ください。 



交流100ボルトの電圧で接続ず 
る 

この機器は、交流1日日ボルト専巧で 
す。指定の電源電圧じ(外で使用すると、 
火災•感電の原因となります。 



風呂、シャワー室では使用しない 

風呂、シャワー室など湿度の高いとこ 
ろや、水はねのある場所では使用しな 
し、。火災-感電の原因とな0ます。 


電源コード•プラグについて 


Q 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけたり、加工したり、 
無理に®ばたり、ねじったり、引っ張っ 
た0、加熱したり、ステープルや釘な 
どで固定しない。 

電源コードの上に重いちのをのせた 
り、コードを本機の下敷きにしない。 
コードを敷物などで覆ってしまラと、 
気付かずに重いちのをのせてしまラこ 
とびあ0ます。 

コードび傷つさ、火災•感電の原因と 
な0ます。 

電源コードび傷ついた5 (芯線の露出、 
断線など）販売店または当社サービス 
窓□に交換をご依頼ください。そのま 
ま使用すると火災-感電の原因となり 
ます。 



電源プラグはコンセントに根元ま 
で確実に差し込む 

差し込みび不完全ですと発熱した0ほ 
こ0び付着して、火災の原因とな0ま 
す。また、電源プラグの刃に触れると、 
感電の原因となります。電源プラグを 
根元まで差し込んでをゆるみびあるコ 
ンセントの場合には、販売店や電気工 
事店にコンセントの交換を依頼してく 
ださい。 



機器の上に花びんやコップなど水 
の入った容器を置かない 

水びこぼれて中に入ると、火災•感電 
の原因となります。 



機器の上にろうそくやランプなど 
乂のついたちのを置かない 

本機のカバーやパネルにはプラスチッ 
クび使われてお0、燃え移ると火災の 
原因となります。 


使用にごいて 



水をかけたりめ S したりしない 

火災•感電の原因となります。 

雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は 
特にごを意ください。 




雷が鳴り始めた5アンテナ線や電 
源プラグには触れない 

感電の原因となります。 


お手入れ 



電源プラグを定期のに清掃する 

電源プラグにほこりなどび付着してい 
ると、湿気等によ0絶縁び悪<なり、 
火が-感電の原因となります。 

電源プラグをコンセントから抜いて、 
乾いた巧で取0除いてください。 
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A 注意 

異常のとをは 

設置にごし1て 


落下した機器は電源プラグを抜く 

機器を落としたり、カバ-やケ-スび 
壊れた0した場合は、電源スイッチを 
切り、電源プラグをコンセントか5抜 
いて、点検、修理をご依頼ください。 
そのまま使用すると、火災•感電の原 
因となることがあ0ます。 


電源コード•プラグについて 


Q 


めれた手で電源プラグを巧を差し 
しない 

感電の原因となることびあります。 

電源コードを熱器具に近づけない 

電源コードを熱器具（ス I -ーブ、アイ 
n ンなど）におづけなし、。 

コードの被覆び溶けて、火災-感電の 
原因となることびあります。 



湿気やほこりのをい場巧に置かな 
い 

油煙や湿気の当たる調理台や加湿器の 
そば、湿気やほこ0の多い場所に置か 
ない。火災-感電の原因となることび 
お0ます。 


0 


温度の局い場が|し置かない 

窓を閉め切った自動車の中や直射曰光 
びあたる場所など、異常に温度び高< 
なる場所に放置しない。本体や部品に 
悪い影響を与え、火災の原因となるこ 
とびあります。 


0 


機器に乗 S ない 

機器に乗ったり、ぶ5下がったりしな 
い。特におモ様にはごを意くださし、。 
倒れた0、こわれたりして、けびの原 
因となることびあ0ます。 


0 


電源プラグを抜くとさは電源コー 
ドを引っ張 S ない 

コードび傷つさ、火災-感電の原因と 
なることびあ0ます。必ずプラグを 
持って损いてください。 


設置にごいて 


移動させるときは電源プラグを巧く 

移動させるとさは、電源スイツチを切 
り、電源プラグをコンセントか5抜さ、 
アンテナ線、スピ-力-コ-ド、その 
他接続コード類を全て外す。コードを 
抜かずに移動するとコードび傷つさ、 
火災-感電の原因となることびありま 
す。 


0 


不を定な場所に置かない 

ぐ5ついた台の上や傾いた所など、不 
安定な場所に置かない。落ちたり、倒 
れたりして、けびの原因となることび 
おります。 



機器の接続は取扱説明書に従う 

関連機器を接続する場合は、各々の機 
器の取扱説明書をよ<読み、電源を切 
り、説明に従って接続する。また、接 
続は指定のコードを使巧する。あや 
まった接続、指定！;(外のコードの使巧、 
コードの延長をすると発熱し、やけど 
の原因となることびあ0ます。 


5 



安を上のごを意 



A 注意 

ほ用にごいて 

電池について 



長期間使用しないときは電源ブラ 
グを巧く 

旅行などで長期間使用しないときは、 
必ず電源プラグをコンセントか5抜 
<。火災の原因となることがあ0ます。 


0 


機器の内部に異物を入れない 

機器の通風孔、開口部か5内部に金属 
類や燃えやすいちのなどを差し込んだ 
0、落とし込んだりしない。火災•感 
電の原因となることびあります。 



機器のケースを開けたり改造した 
りしない 

内部には電圧の高い部分びあり、乂災 • 
感電の原因となることびあ0ます。点 
検、修理は販売店または当社サービス 
窓口にご依頼ください。 


A 


ディスク挿入□に手を入れない 

手びはさまれて、けがの原因となるこ 
とびあります。特におモさまにはごを 
意ください。 


0 

Q 


レーザー光源をのぞき&まない 

レーヴー光び目に当たると、視力障害 
を起こすことびあります。 


ひび割れディスクは使わない 

ひび割れ、変形、または接着剤などで 
補修したディスクは使用しない。ディ 
スクは機器内で高速に回転しますの 
で、飛び散って、けびの原因となるこ 
とびあ0ます。 


電池の取り扱いに注意ずる 

次のことを、必ず守ってください。 

-極性表示（プラス"+11とマイナス"一" 
の向を）にを意し、表おどお0に入 
れる。 

-指定の電池を使巧する。 

•使い切ったとをや、長期間使用しな 
いとをは、取り出しておく。 

-新しい電池とちい電池を混ぜて使巧 
しなし、。 

-違う種類の電池を混ぜて使用しない。 

-充電池と乾電池を混ぜて使用しない。 
•電池は、加熱したり、分解したり、火 
や水の中に入れたりしない。 

電池は誤った使い方をすると、破裂、 
あわれによ0、火災、けびや周囲を破 
損する原因となることがあ0ます。 
電池を入れたままにしておくと、過放 
電により液びちれ、けびややけどの原 
因となることびあります。 

液びちれた場合は、点検、修理をご依 
頼ください。万一、われた液び身体に 
ついたとさは、水でよく洗い流してく 
ださい。 

〇 電池は乳幼児の手の届かないとこ 
ろに置く 

電池をあやまって飲み込むおそれびあ 
0ます。ボタン電池などル型の電池は 
特にごを意<ださい。万一、おモさま 
び飲み込んだ場合は、ただちに医師と 
相談してください。 

A 電池を直射日光(炎天下)や乂のそ 
ばなど高温となる場所に置かない 

発熱•破裂-発火による火災の原因と 
なります。 




化 E 正注ぶ 《 組 m 



A 注意 

音量にごし1て 

おす入れ 


0 


はじめか6音量を上げずぎない 

突然大さな音び出て、聴力傷害などの 
原因となることびあります。特にへッ 
ドホンをご使用になるとさはを意して 
<ださい。 



耳を刺激ずるよラな大きな音で長 
時間続けて聴かない 

聴力に悪い影響を与えることびありま 
す。特にヘッドホンをご使巧になると 
さはミ主意してください。 


Q 長時間音び歪んだ状態で使わない 

スピーカーび発熱し、火災の原因とな 
ることがあ0ます。 


お手入れの際は電源プラグを巧く 

む手入れの隙は電源プラグをコンセン 
卜から抜く。感電の原因となることび 
ぁります。 

A 定期的に内部の点検、清掃をずる 

3年に1度程度を目安に、機器内部の 
点検、清掃をお勧めします。販売店、 
または最寄のケンウッドサービス窓 □ 
に費用を含めご相談ください。 

内部にほこりのたまったまま使用する 
と、火災や故障の原因となることびあ 
ります。 
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付属品の確認 


U モつン 

( RC - F 01] 己） 



電池 

(単四お：1本) 



リモコンに電池を入れる 

リモコンに電池を入れます。 



♦付属の乾電池は動作チェック用のため、寿命び短 
MEMO いことびあ D ます。 


電源コード 



保護袋 



クリーニングク□ス 



電源コードを接続する 


本体に電源〕ードを接続しまず。 



A 機器は電源コンセントに容易に手が届 < 位置に設 
置し、異常が起きた場合ずぐに電源プラグをコン 
_， セントか5抜いてください。 

ぶ'胃、また、電源スイッチを切っただけでは機器は電源 
か5完全に遮断されません。完全に遮断するに 
は、電源プラグを扳いてください。 




る部のち茄とはた 5 を 

本巧部 



〇 « REC 

• US 巨機器への歸音を開始します。 

か / ■ MONO/STEREO 

• 曲の再生/停止をします。 

• FM ラジオを聞いているとをは、モノラル受信に切り 
曽えてノイズを軽減します。 

-TUNING+ 

• 曲の選択をします。巧し続けると曲の早送り/早戻し 
びでをます。 

• FM ラジオを聞いているときは、放送局を切り替えま 
す。 

©CLOCK 

• 時刻を 3 砂間表示します。 

2秒！;(上押すと時計調整びできます。 

©ALARM 

• アラーム機能のオン/オフをします。 

2砂!;(上巧すとアラーム設定びでをます。 

©CD 挿入 □ 

が Pod 挿入 □ 

©EJECT A 

• CD を取り出します。 


包 VOLUME 

• 音量を調藝します。 

⑩ INPUT SELECTOR 

• 音源を FM ラジオ今 CD 今 US 臣機器今 iPod 今 
P 日 RTA 日 LE 機器の順に切り替えます。 

のの 

• 電源のオン/オフをします。 

吕砂 ULt 押すとノ くワーセーブモード（時計表示び消え 
ます）になります。 

@ディスプレイ 
⑩リモコン受光部 
⑩ヘッドフオン端子 

• ステレオ S ニプラグ付をのヘッドフオンを接続でさま 
す。 

© ポータスレ機器用ミニプラグ端子 
必 USB 端子 


本取巧説明書では、本体部のボタンの操作を 
「03 :[* ホホ]を巧す。」と説明しています。 


CR-iP500 r T 




















〇〇 

• 電源のオン/オフをします。 


U モコン音 P 


©イルミスリーブ 

• スリープタイマーとライトモードの設定状態になりま 
す。 

⑩モード 

• 再生中にプレイ機能を選択します。 

• iPod の曲を検索中は、前のメニューに戻ります。 

0a 決定 

• 曲の再生を停止しまず。 

• iPod の曲を検索中に項目を決定します。 

• FM ラジオを聞いているとをは、放送局をメモ U —しま 
す。 

0IV1UTE 

♦音量を素早<かさくします。もラー度巧すと元の音量 
に戻ります。 

⑩ VOLUME 

• 音量を調整します。 

⑩ EQ 

• 音質を4辛重類 （FLAT、POP、CLASSIC、」AZ 之) 
の中から選択します。 

©REC 

• US 己機器への録音を開始します。 


♦ U モコン受光部に直射曰光や高周波点な（イン 
MEMO バーター方式等）の壁光灯の光び当ると、正し< 

動作しないことびあります。このよラな場合、誤 
動作を避けるたゆに設置場所を変えてください。 

•U モコンは於下の範囲で使用可能です。 


0 INPUT SE し 

• 音源を FM ラジオ吟 CD 今 US 巨機器の順に切り替えま 
す。 

♦ 曲の選択をします。押し続けると曲の早送り/早戻し 
びでをます。 

• FM ラジオを聞いているときは、放送局を切り曽えま 
す。 

〇^/|| 

• 曲の再生/一時停止をします。 

@ フオルダ/プリセット 

• iPod の曲を検索中に、項目を切り替えます。 

• オーディオフアイルを聴いているとをは、再生するフオ 
ルダを選択します。 

• FM ラジオを聞いているときは、放送局のメモ U —番 
号を選択します。 

@REC スピード 

• 録音スピードを1倍速または2倍速に切り替えます。 

0REC モード 

• 録音ビットレートを4種類の中から選択できます。 

©iPod/PORTABLE 

♦ 音源を PORTA 巨 LE 機器または iPod に切り替えます。 



本取扱説明書では、 U モコン部のボタンの操作を 
「巧ち g :[***] を巧す。」と説明しています。 
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CD の聞をかた 


iPod の聞きかた 


CD の曲を聞< 


iPod の曲を聞く 


1.電源をオンにします 


1.電源をオンにします 


[む] を巧す。 
吕 . CD を挿入しまず 



2. iPod を 


Bsn : [の] を押す。 
本機に取り付けまず 




レーベル面を手前にして、挿入□の中央に挿入します。 3. 音源を iPod にします 


3.音源を CD にしまず 

E 雨 a : [INPUT SELECTOR ] を押す。 

PESB : [INPUT SEL ] 対甲す。 

トラック/演奏時間表おや " CD REA □"と表示されるまで 
巧します。 


4.再生を開始します 


■瞄甲す。 


BSH : [►川怡巧す。 
巴再生を停止します 


〇3:卜/■怡巧す。 

BE ち田： [■ 決定]を巧す。 

[►/ ■技たは [►/II] を押すと再生び始まります。 


6. CD を取0出します 


E お a : [INPUT SELECTOR 怡巧す。 
UtdiH : [ iPod / PCIRTABI _ E ] を巧ず。 

" IP 曰 D ’’ と表示されるまで巧します。 


4.再生を開始しまず 


: [►/ ■怡押す。 


BSH : を巧す。 

已.再をを惇止しまず 


Eggl : [►/ ■怡押ず。 

BSH : を巧す。 

[►/■] または [►/■■] を押すと再生び始まります。 


iPod メ ニユー の還択のしかた 


oa :[ A ] を巧す。 


■ メニユー項目のスク n — j レ 

PEgg :[フォルダ/プリセツト怡巧ず。 


プレイモードの選択のしかた 


1.プレイモードを選択しまず 
Bsa : [モード]を巧す。 

押すたびに" RPT 1"(1曲 U ピート)今 ‘ RPT ALL " (全曲 
U ピート)今‘ R 冉 NDOM " (ランダムプレイ）今‘‘ OFF " (プレ 
イモードオフ)の順に切り曽わります。 


♦曲の選択や早送0/早戻しなどについては「各部の 
MEMO 名称とはた5き」 （10 ページ）をご覧ください。 

• 本機で再をできるオーディオファイルについて 
は、「オーディオファイルについて」 （18 ページ） 
をご覧ください。 


■ メニュー項目の決定 
"1 MI ：[■ 決定]を巧ず。 

■ 前のメニュー項目に戻る 
BSH : [モ-ド]を巧ず。 

• iPod の取り付けび不完全な場合や iPod の充電び 

MEMO 不十分なときは‘‘ ERROR " と表示されます 。 iPod 

の取り付けや電池の状態を確認してください。 
♦巧の選択や早送0/早戻しなどについては「各部の 
名称とはたらさ」 （1 日ページ）をご覧ください。 

• iPod を本磯に取り付けている間は、 iPod への充 
電び行われます。 








USB 機器の聞をかた 


USB 機巧の巧を聞< 


プレイモードの遺択のしかた 


1.電源をオンにします 

田ち3:[む] を巧ず。 

吕. USB 機器を本機に取り付けます 



3. 音源を USB 機器にします 

E 雨 a : [INPUT SELECT 日 R ] を巧す。 
DEgHI : [INPUT SEU を巧す。 

"USB" と表示されるまで押します。 


1.プレイモードを選択しまず 
BSH : [モード]を巧す。 

押すたびに‘‘ RPT 1"(1曲リピート)吟 ‘‘RPT ALL" (全曲 
U ピート)今‘ RANDOM" (ランダムプレイ）今" OFF" (プレ 
イモードオフ)の順に切り曾わります。 


♦曲やフォルダの選択、早送0/早戻しなどについて 
MEMO は「各部の名称とはたらき」 （10 ページ）をご覧 
ください。 

♦ USB 機器を取りかずとさは、必ず USB な外の音 
源にしてしてください。 

• 本磯で使用するオーディオファイルはバックアッ 
プをしてください。 USB 機器の使用状況によって 
は保を内容び失われる場合びあります。なをデー 
夕び失われたことによる損害については、当社は 
その補償を一切いたしません。あらかじめご了承 
ください。 

• 接続したメモリカード1」ーダに複数のメモ1」一 
カードび挿入されている場合は、本機び最初に認 
識したメモ U —力ードのみび再生対象となりま 
す。 

• US 日 A ブを介して USB 機器を認識させることは 
でさません。 

• 本機で再をできるオーディオファイルについて 
は、「オーディオファイルについて」 （1S ページ） 
をご覧ください。 


4.再生を開始します 
Ejg : [►/■] を巧ず。 
四 H : [►/ II 陆甲ず。 

日.再生を停止します 


oa : [►/■] を巧ず。 

BS 3 ：[■ 巧定]を巧す。 

[►/ ■惊たは [►/II] を押すと再生び始まります。 


3. USB 機器: 

E の a : [I 


を取りがします 

INPUT SELECTOR ] 对甲してか 5 取り外しまず。 


Dgn : [INPUT SEL ] または [ iPod / PORTABLE ] を押 

してか 5 取り外しまず。 

音源を" USB" じ(州こしてから US 巨機器を取りがします。 






FM ラジオの聞をかた 


pjy !^_¥ すを聞ぐ 

1.電源をオンにします 

[む] を巧す。 

吕.音源を FM ラジオにします 

E 雨 a : [INPUT SELECTOR ] を押ず。 

PESB : [INPUT SEL ] を巧す。 

周波数び表示されるまで押します。 

3 .放送局を切り替えます 
EM 1：[ H 4^ W ] を巧す。 

巧ち田 ： [W ►►!] を巧す。 

1回押ずと周波数び1ステップ切り替わります。 

押し続けると放を局び受信でをる周波数まで自動的に切 
り曽わります。 

巧ち局をメモリーずる 

1. メモリーしたい放送局を受信します 
Eggl ：[ i ^ w ] を巧す。 

" HIM : [W w ] を巧す。 

吕.メモリーを開始します 
巧ち g : [■決定]を巧す。 

メモI」一番号び点滅表示されます。 

3砂間操作をしないとメモ U —状態は自動的に解除され 
ます。 

3 . メモリー番号を選択しまず 

PESB :[フォルダ/プリセット]を巧す。 

4 . メモリーを実行しまず 
BSH : [■決定]を巧す。 

30局までメモ U —できます。 

夕を y urdK 送局を呼び出ず 

1.メモ U — 番号を選択しまず 
PESB :[フォルダ/プリセツト]を巧す。 

選択した番号にメモリーされてし 'i る放送局を受信します。 


夕をた放送局をずべて消去ずる 

1.消去を開始しまず 
mag : [■ 決定]を2秒料上巧ず。 

"ERASE" と表おされます。 

3粗)間操作をしないと ><モリー消去状態は自動的に解除 
されます。 

吕.消去を実行しまず 
"1 MI ；[■ 決定]を巧す。 

♦モノラル受信への切り替えかたは「各部の名称と 
MEMO はた5き」 （10 ページ）をご賣ください。 
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ポータブル機器の聞をかた 

を—タタト傑おの巧を聞< 

1.電源をオンにします 

E 3 S 1 田ち3:[む怡巧ず。 

吕.ポータブル機器を本機に接続しまず 


デ発均二教 



(ステレオ S ニプラグーステレオ S ニプラグ) 

3. 音源をポータブル機器にしまず 

E 雨 a : [INPUT SELECT 日 R ] を巧す。 

化 duM : [ iPod / P 日 RTABLE 怡巧ず。 

"PORTABLE" と表示されるまで巧します。 

4. 再生を開始します 

ポータブル機器側で再生操作を巧いまず。 


録音のしかた 


US 马哮琴ド録音ずる 

FM ラジオ、 CD 、 ポータブル機器の音源を、 MP 3 フアイ 
ルに変換して USB 機器に保をします。 

1 . 録音ずる音源に切り替えます 
E の a : [INPUT SELECTOR ] を巧ず。 

化由 Bl : [INPUT SEL . 该たは [ iPod / P 日 RTABLE 怡巧 

す。 

音源に FM ラジオ、 CD、 またはポータプル機器を選択し 
ます。 

吕.録音ビットレートを設定しまず 

REC ] を3砂攻上押ず。次に[〜 w ] を巧 
して録音ビットレートを選択ずる。 

PEgg : [ REC モード]を巧す。 

押すたびに録音ビットレートび"25日 kbps" 今‘ 192kbps" 
今"12日 kbps" 今‘9日 kbps" の順に切り曽わります。 

2已 6kbps または 192kbps に設定したときは、録音ス 
ピードは ri 倍」に固定されます。 

3. 録音スピードを設定しまず(音源び CD のとさのみ） 

囚团： [■ REC ] を3秒似上巧し、もう一嵐 ■ REC ] を 
巧す。次に [ I * パ w ] を巧して録音スピードを 
選択する。 

PEgg : [ REC スピード]を巧す。 

押すたびに録音スピードび" X 1"(1倍)と" X 2"(2倍)に切 
り曽わります。 

2倍に設定した場合は録音中の音声を聞くとはでさま 
せん。また、設定できる録音ビットレートは 96kbps と 
1 28kbps のみとなります。 

4. 録音ずる音源の準備をします 

FM ラジオは録音したい放送局を受信します。 

CD は録音したい CD を}軍入しまず。特定の巧のみ録音し 
たい場合は、 [ W ィ w ] で録音する曲を選択してお走ま 
す。 

ポータブル機器は本機に接続し、録音したいポイントに 
しておをます。 

已.録音を開始します 

REC ] を巧ず。 

BSH :[ rec ] 对甲す。 

録音を一時停止するには… 

Oa :[« REC ] を巧ず。 

BSH :[ rec ] を押ず。 

録音び一時停止します。 

をラー度押すと録音び再開します。 


巨.録音を停止します 
Oa :[>/ ■怡巧す。 
BS 3 : [■ 決定]を巧ず。 





録音のしかた(続き) 


MEMO 


イル5ネーシヨンの設定 


• 録音されたファイルはが下の名称のフォルダおよ 
びファイルで US 日機器に巧をされます。 

FM ラジオ/ポータブル機器を録音したファイル 
フオルダ名： "EXT_REC" 

ファイルち： "AUDICL###.mp3’’ 

CD を録音したファイル 
フオルダ名： "CD_REC" 

ファイル名： TRK_###.mp3" 

"###1ま" 日日日’ から自 i 的に連番び付け5れ ます。 

• FM ラジオおよびポータブル機器の音源から録音 
した場合は、録音を開始から停止ずるまで1つの 
ファイルとして保巧されます。 

• コピー禁止 CD を録音しようとずると" PROTECT— 
と表示され録音びでさません。 


ライトモード設定 

本体照明とディスプレイの明るさを設定します。 


1. ライトモード設定を開始しまず 
mag :[スリープ]を2回巧ず。 

‘UGHT" 表おびされます。 

3耿間操作をしないとライトモード設定状態は自動的に解 
除されます。 

スリープタイマーを" SLP 日 FF’ に設定していないとき 
は、設定した効果を見ることびでをません。 


2 . 


ライト1 


モードを設定しまず 
[W w ] を巧す。 


>L--1" (本体照明:点な、ディスプレイ:明）今‘‘ L-2" (本体 
照明点な、ディスプレイ:暗)今" L-OFF" 体体照明:消む、 
ディスプレイ胡)の順に切り替わります。 




時計の設定 


時腳雪 

1.電源をオンにします 
03 :[(!)] を押す。 

吕.時計調整を開始します 

Eggl : [ CL 日 CK ] を2お似上巧ず。 

3秒間操作をしないと時計調藝状態は自動的に解除され 
ます。 

3. 1 吕時間/吕 4 時間表示設定をします 
E 雨 a : [1^ ►►!] を押す。 

"1 吕 HR "(1 2時間表お)または" 24 HR "(：24 時間表示)を 
選択します。 

4 .時間調整を開始します 
03: [ CL 日 CK 怡 巧す。 

時間表示び点滅します。 

日.時間を設定します 

E 雨 a : N ィ ►►!] を押ず。 

6. 分調整を開始します 
Eaa : [CL 日 CK ] を巧す。 

分表示び点滅します。 

7 . 分を設定します 

E 雨 a : N ィ ►►!] を押ず。 

8. 時計調整を終了しまず 
Oa :[ CL 日 CK ] を巧ず。 

ス U —プタイマー 

設定した時間が経過ずると、自動的に電源がオフになりま 
す。 

1. スリープタイマー設定を開始します 
PEgg : [スリープ惊巧ず。 

"SLP ##"表示びされます。 

3砂間操作をしないとス U —プタイマー設定状態は自動 
的に解除されます。 

吕.電源がオフになるまでの時間を設定します 

PEgg : N ィ ►►!] を押ず。 

" SLP 日 FF " (ス U - プタイマーオフ ）、" SLP ]0’（10分 
媛にオフ )〜" SLP 90"(90分後にオフ)から選択します。 
"SLP ]0’〜 " SLP 日 0" を選択中は、ディスプレイび暗く 
なります。 


アラーム設定 

設定した時刻に本機の電源が自動的にオンになり再生を始 
めます。 

1 . アラーム設定を開始しまず 

:[凸 LARM ] を2砂姑上押ず。 

3砂間操作をしないとアラーム設定状態は自動的に解除 
されます。 

吕.アラーム音源を選択しまず 
垃 :I W ►►!] を巧す。 

押すたびに音源び‘‘ FM ’’（ FM ラジオ）一" CD " w " uS 日" 
( US 巨機器)の順に切り曽わります。 

3. アラーム時間の設定を開始します 
Oa : [凸 LARM ] を巧ず。 

時間表示び点滅します。 

4. アラーム時間を設定しまず 
E の a : iW ►►!] を巧ず。 

已.アラーム分の設定を開始します 
Oa : [凸 LARM ] を巧す。 

分表示び点滅します。 

巨.分を設定します 

E 3 gl ：[ H 4^ ►►!] を巧ず。 

7. アラーム音量の設定を開始します 
03: [凸 LARM ] を巧ず。 

音量表示び点滅します。 

8. アラーム音量を設定しまず 
垃 : f W ►►!] を巧ず。 

日.アラーム設定を終了しまず 
03: [凸 LARM ] を巧す。 

アラーム機能びオンになり©インジケーターび点なしま 
す。 

アラーム機能は [ ALARM ] を押ずたびにオン/オフしま 
す。オンにしたときはアラーム設定内容（音源、時刻、 
音量）び表おされます。 

10. 電源をオフにしまず 
Eaa :[(!) 怡巧ず。 

♦アラーム磯能び動作中に [ ALARM ] または 
MEMO に L 日 CK ] を巧すと一時停止状態になります 

( SNOO 之 E が貪盖)。 SNOO 之 E 状声遣のまま已分間経 
過ずると再び再生が始まります。 

• アラーム磯能び働き出してから日分間操作をしな 
いと、アラーム機能は自動的にオフになります。 
♦時計調整び終了していないと、アラーム機能は使 
用でさません。 






CD を□ックする 才ーデイオフアイルにごいて 

本機に挿入した CD を取り出せないよラに、□ックをかける本機では似下のメディア- USB 機器に収録されたオーディ 
ことがでをます。 オフアイルが再生でをまず。 


□ックのかけかた 

本体の [►/■] を5秒 LU 上押します。 

"LOCK 日 N " と表示され、 [ A 惊巧しても CD び排出さ 
れません。 

□ックの解除のしかた 

本体の [►/■] を己秒 LU 上押します。 

"LOCK 日 FF " と表おされ、 [ A 惊巧すと CD び排出さ 
れます。 


をイスタタディア 

CD - R . CD - RW , CD-ROM 

デイスクフオーマット 

ISO 9巨60 Level 1 . 2, 3 

USB^fi 

US 巨マスストレージクラス 

US 雌缉フォーマット 

FAT 12, FAT 1巨， FAT 32 

才ーデイオフアイルフオーマット 


MP 3 (. mp 3 )， WMA (. wma ) 

タタ_1がグ周波教 

MP 3： 8. 44.1. 48 kHz 
WMA : 3吕〜48 kHz 

かトト:7卜 

MP 3: 8〜320 kbps 
WMA : 48〜320 kbps 

999曲（1000曲切上収録したディスク、 US 巨機器は 
正常に再生でさません） 

琴を7すみダ巧 

99 ロォルダび100 ■ Ul 上あるディスク、 US 巨機器は正 
常に再生でをません） 

DRM (デジタル营作権管理）で保護されたオーディオファ 
イルは再生でをません。 

また、これ5の規格-仕様に準拠したメディア、 USB 機器、 
フォーマットであってち、 HDD など電源容量が大走な機器 
や、ファイルの状態などにより正常に使巧でをない場合が 
ありまず。 


放送や CD 、 レコード、その他の録音物（ミュージック 
テープ、カラオケテーフなど）の音楽作品は、音楽の歌詞、 
楽曲などと同じく、营作権まにより保護されています。 
従って、それ5か5録音したものを売ったり、配ったり、 
譲ったり、貸したりずる場合、および営利（店の己 GM な 
ど）のたゆに使用ずる場合には、著作権法上、権利者の 
許諾び必要です。 

使用条件は、場合によって異なりますので、詳しい内容 
や申請、その他の手続さについては「曰本音楽著作権協を」 
( JASRAC ) の本部または最寄りのま部にお尋ねくださ 
い。 
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本機で使用でをる iPod 


本機には臥下の iPod を取り付け、巧を聞くことがでをます。 

- iPod touch 第1世代、第2世代 

• iPod nano 第1世代、第2世代、第3世代、第4世代 

• iPod classic 

• iPod video (iPod 第已世代) / U 2 iPod video 
- iPod 第 4 世代 / U 2 iPod (クイックホイール） 

• iPod mini 


「Made for iPod 」 とは、 iPod 専用に接続するよう設計 
され、アップルび定める性能基準を満たしているとデべ 
n ッパによって認定された電子アクセヴ U であることを 
のしぶ弓 0 

アッフルは、本製品の機能および安全および規格への適 
合について一切の責任を負いません。 
iPod は米国および他の国々で登録された Apple Inc . の商 
標です。 


本機の巧管とお手入れ 

を9ホ5を場所に置かないで<ださい 

-直射日光の当たる場所。 

-湿気やほこりのをい場所。 

-暖房器具の熱び直接当たる場所。 

辉學1こを丰意ください 

-本機と外気の温度差び大さいと、本機に水滴（露）び 
付くことびあります。この現象び起をたときは、本機 
び正常に勘作しない場合びあります。このよラな場合 
は、数時間放置し、乾燥させてから使用してください。 

-気温差の大をいところへ持ち込んだとをや、湿気のを 
い部屋などでは、特に結露に注意してください。 

写す I を t きは 

-前面パネル、ケースなどび巧れたとをは、柔らかい巧 
で乾がきします。シンナー、ベンジン、アルコール、 
接点復活剤などは変色、変形の原因となるため、使巧 
してないで < ださい。 

-レンズクリーナーは使用しないで<ださい。 







CD の取り扱い 


をを昭 u よのお願い 

-再生面にふれないよラに持ってください。 

-ディスクアクセサ U —（スタビライヴー、イ呆護シート、 
保護1」ングなど）は使わないで<ださい。 

-シールやラベルびはびれたり、のりびはみ出している 
CD は使わないでください。 

-紙やシール、ラベルを貼らないでください。 

-鉛筆やボールペンなどで字を書かないでください。 

夕哮早犀巧でをるディスクについて 

•CD (12 cm 、8 cm )、 CD - ROM 、 CD - R 、 CD - RW 、 
CD - EXTRA の音声部分び再生でさます。 

- 8 cm CD アダプターは使巧でさません。 

CD - ROM / CD - R / CD - RW ディスクについて 

-レーベル面に印刷可能な CD - ROM 、 CD - R 、 CD - RW を 
使巧すると、レーベル面び貼り付いてディスクの取り 
出しびでをなくなることびあります。本機の故障の原 
因となるため、このよラなディスクは使巧しないで< 
ださい。 

CD ディスクのごミモ意 

‘ nflPiJ 驾借の7ークびんったディスクをごイまださ 
LilU 台 Lki し、。このマークび入っていないディスクは 
D ^ AUDIO 正しく再生できない場合びあります。 

-再生中、ディスクはプレーヤー内で高速回転していま 
す。ひびや欠けのあるディスク、大きくそったディス 
ク等は絶対に使用しないでください。プレーヤーの破 
損、故障の原因になります。 

-円形し乂がの形をしたディスクは、故障の原因となるた 
め、使用しないで < ださい。 

- CD を引き込む動作は、光学的に検知をして行われます。 
このため、透明な CD は差し込まれたことを認識するこ 
とびできず、使巧することびでをません。 

CD の保管にごいて 

-長い間使用しないとをは、本機から取り出し、ケース 
に入れて保管してください。 

CD び巧れたとをは 

-ディスクに指紋やちれびついたとをは、柔らかい巧な 
どで、放射状に軽く拭を取ってください。 

-レコードク U - ナーやシンナー、ベンジン、アルコー 
ルでふかないでください。 


巧障かな？とおった6 


思ったとおりに操作でをないなど故障と思われるよラな症状 
が発生したとさは、サービスに依頼ずる前に、症状に合わ 
せて一度チェックして < ださい。 


症状 

原因/巧応 

音び出ない 

音量を大さくずる。 （1 日ページ） 

MUTE 機能をオフにする。 （11 ぺージ） 

ヘッドフオンのフラグを扳く。 （1 日ページ） 

電源コードを正しく接続する。 （9 ページ） 

時刻び表示 
されなレ 

時計を調整する。 （1 目ページ） 

CD び再を 
でさなし） 

レーベル面を手前にして入れる。 （12 ペー 
ジ） 

CD のちれを拭さ取る。 

本機で再生でさないオーディオファイルび 
収録されている。 （18 ページ） 

CD び取0 
出せない 

本体の [►/■] を己秒し义 i ： 巧して、 con ック 
を解除します。 （18 ページ） 

US 日び再生 
でさなレ 

本機で再生でさないオーディオファイルび 
収録されている。 （18 ページ） 

FM ラジオ 
び受信でさ 
ない 

アンテナの取0付けびゆるんでいないか確 
認する。（下記参照） 

リモコンで 
操作でさな 
い 

電池を交換する。（目ページ） 

iPod び認識 
されなし） 

Pod を取り外し、再度取り付ける。 （12 ペー 
ジ） 

iPod の充電をしてから取り付ける。 （12 
ぺージ） 


ス _ V _ f スタ取0付けびゆるんでいるとまは 

アンテナびグラつくとさなど、取り付けびゆるんでい 
る場合は、アンテナを時計回し方向に増し締めしまず。 
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定格 


[アンプ部] 

実用最大出力 . 已 W +巳 W ( JEITA 、目 0) 

入力端子（感度/インピーダンス） 

PORTABLE IN . 380 mV / 6.8 kQ 


[ FM チユ ーナー 部] 

受信周波数範囲 . 76 MHz 〜白〇 MHz 

アンテナインピーダンス . 7己〇不平衡 


[USB 部] 

巧応 USB 機器…•- 
インターフェイス" 
ファイルシステム- 
供給電流 . 


… USB マスストレージクラスデバイス 
USB 2.0 (Full speed ) USB 1.1 互換 

. FAT 12/16/32 

. 最大已□曰 mA 


[電源-その他] 

定格消費電力（電気用品安全法に基づ<表示） . 23 W 

待機時消養電力 

電源オン時 . 系 3 b W 

電源オフ時 . 約3 W 

パワーセーブモード時 . 1 W 尚下 

最大がお寸法 . 幅 371 mm 

局さ] 87 mm 
奥行] 75 mm 

質量（重量） .2.9 kg (正昧） 


* V 巨 R のオーディオファイルデータは、上記ビットレートの範 
囲外になるときびあり、再をできない場合びあります。 

本製品はし1侶 C 6 10日日- 3-2 適合品」です。 


に D プ レーヤー 部] 

読み取りち式 . 非接触光学式読み取り 

(半導体レーザー） 

D / A コンパ’一夕一 . 1ビット 

才ーバーヴンプリング . 8 fs (352.8 kHz ) 


これらの定格およびデヴインは、技術開発に伴い予告なく変 
要することびあります。 

極端に寒い（水び凍るよラな）場巧では十分な性能び発揮で 
さない場合びあ0ます。 


[録音フォーマット （ USB 部）] 

録音フォーマット ..... MP 3 

ビットレート . 256/]白2/] 28/9巨 kbps 

サンプリング周波数 .44.1 kHz STEREO 


Windows Media ™ は、米国 Microsoft Corporation の米 
国、およびその他の国における商標です。 


[再生フォーマット （ CD / USB 部）] 

MP 3 

あム張ず . mp 3 

MP 3 対応規格 . MPEG -1/2 Audio Layer -3 

ビットレート （ C 巳 R / V 己 R *). 8〜320 kbps 

サンプリング周波数 . 8〜48 kHz 

チヤンネル .2 ch , 1 ch 

( Stereo , Joint Stereo , Dual Channel , Single Channel ) 
WMA 

拡張子 . wma 

WMA 対応規格 .... Windows Media Audio 白、 DRM が対応 

ビットレート （ C 己 R / VBR 丰) . 48〜192 kbps 

サンプリング周波数 .32. 44.1,48 kHz 

チヤンネル .2 ch,Ich ( Stereo / MONO ) 

最大フォルダ数 . 白9 

最大ファイル数 . 999 


[スピーカー部] 

スピーカーユニット 


.フルレンジ80 mm 
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巧証と アフターサービス 


製品には保証書び添付されております。保証書は、お 
ず「お買い上げ曰-販売店名」等の記入をお確かめの 
上、販売店か5受け取っていたださ、内容をよくお読 
みの後、大切に保管してください。 

mmm__ 

保証期間は、お買い上げの曰より1年間です。 

電池や、一部の消耗部品の交換、ならびに落下、水ミ受 
など、不適切なご使用による故障の場をは、保証期間 
内でも有料となります。詳しくは保証書をご覧くださ 
い。 

峰谭に^するご相談ならびにご不明な点は 

修理に関するご相談な5びにご不明な点は、お買い上 
げの販売店または最寄りのケンウッドサービスセン 
ターにお問い合わせください。（お問いをわせ先は、「ケ 
ンウッド全国サービス網」をご覧ください。） 

峰耳を峰^されるとをは 

r 故障かな？と思った5」に従ってお調べいたださ、 
なお異常びある時は製品の使用を中止し、必ず電源プ 
ラグを抜いてか5、お買い上げの販売店または最寄り 
のケンウッドサービスセンターにお問い含わせくださ 
い。 

巧修用'性能部品の最ほな有期間 


当社は、このステレオの補修用性能部品を、製造巧ち 
切0後6年保有しております。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するため 
に必要な部品です。 

j を言 jE 巧驾申は 

保証期間中は保証書の規定に従って、お買い上げの販 
売店またはケンウッドのサービスセンターび修理をさ 
せていたださます。 


UK 駄 


串歴驾く持込修理 

「出張修理」、「持込修埋」のどち5び適用されるかは 
機種によって異なります。保証書の記載をご確認くだ 
さい。出張 i 度理を依頼される時は、次のことをお知5 
せ < ださい。 

-製品名 

• 製造番号 （Serial No .) 

-お買い上げ年月日 
-故障の症状（でさるだけ具体的に） 

-ご住所（ご近所の目印等も併せてお知らせください） 

-お名前、電話番号、訪問ご蒂望曰 

跨 言 巧が马が過ぎているとまは 

保証期間び過ぎている時は、修理すれば使用でさる場 
をには、ご希望により有料で修理させていただをまず。 

修埋料をの化組み 

(有料修理の場合は、次の料金をいたださます） 

技術料： 

製品の故障診断、部品交換など故障箇所の修理お 
よび付帯作業にかかる費用でず。技術者の人件費、 
技術教育費、測定機器等の設備費や、一般管理費 
などが含まれています。 

部品代： 

修理に使用した部品の代金です。その他、修理に 
付帯する部材等を含む場合ちあります。 

出張料： 

製品のある場所へ技術ちを派遣する場をの費用で 
す。別途、駐車料金をいただく場合びあります。 

送料： 

郵便、宅配便などの料金です。保証期間内に無償 
修理などを行うにあたって、お客様に負担してい 
ただく場をびあります。 


修理に際しましては保証書をご提示くださし、。 












ケンウッドを国ヴービス網 


修理などアフターサービスについてのお申し込みは、お買い上げの販売店または最寄りのケンウッドサービス 
センターへお申しつけください。 

200扫年] 0月現在 


北海道 


札幌サービスセンター 

雨 007-0834 

札幌巿東区化34条東1 4- 1 -23 

巧 

(011)743-7740 


1 東北 1 

仙台サービスセンター 

雨 984-001 1 

仙台市若林区六 T の目西町 8-1 (斎喜センタービル1 F) 

巧 

(022) 288-3538 


1関東•信越 1 

さいたまサービスセンター 

雨 330-0801 

さいたま市大宮区±手町1 -2(JA 共済埼玉ビル1 F) 

巧 

(048) 647-6818 

千葉サービスセンター 

雨 277-0081 

柏市富里 1-2-1 

巧 

(04)7163-1441 

横浜サービスセンター 

雨 226-8525 

横浜巿緑区白山 1-1 色-2 

巧 

(045) 939-6242 

新漏サービスセンター 

雨日加-0923 

新漏市中央区姥ヶ山 1- 日-37 

巧 

(025) 287-7736 

目黒サービスセンター 

雨1 53-0042 

目黒区青葉台 3- 17-日 



(修理持込専巧窓 □) 電話でのお問合せはカスタマーヴポートセンターにて承0ます。 




中部•甲州 

名ち屋サービスセンター 

雨 462-0861 

名ち屋巿化区辻本通 1-1 1 

巧 

(052)917-2550 

静岡サービスセンター 

雨 420-081 6 

静岡市莫区畜谷己-巨 1-1 

巧 

(054) 262-8700 

金ミ尺サービスセンター 

雨 920-0036 

金ミ尺巿元菊町21 -87 

巧 

(076) 2配-日04巳 


1近畿•四国 1 

大阪サービスセンター 

雨巳 32-0034 

大販市淀川区野中化 2-1-2 吕 

巧 

(06) 日 394-807 巳 

高松サービスセンター 

雨 760-0068 

高松巿松島町3-] 

巧 

(087) 835-2413 






中国 

広島サービスセンター 

m 731-0137 

広島市安佐南区山本 1-8- 23 

巧 

(082) 832-2210 


1 な州 1 

福岡サービスセンター 

雨81巳-003巳 

福岡巿南区向野 2-8- 18 

巧 

(092) 551-9755 

鹿児島ヴービスセンター 

雨 890-0063 

鹿児島市鴨池 2-15-1 0(パレス鴨池1 F) 

巧 

(0 日日） 251-6347 

沖縄サービスセンター 

雨 901-2101 

浦添市西原 4-36-1 7(株)物琉 2F 

巧 

(098) 874-9010 


■サービスセンターの営業時間のご案内 

受付時間10:00〜1狂〇〇 (±曜、日曜、祝日および当社休日は休ませていただをます） 

(各サービス窓□の名称、所在地、電話番号は変更になることびありますのでご了承ください。） 


カスタマーサポートセンター 

■商品に関するお問い合わせは、カスタマーサポートセンターをご利用ください。 

ナビダイヤル日已 70-01 日-114 (—般電話-公巧電話からは、どこからでち市内通話料金でお問い合わせび巧能です) 
携帯電請^、 PHS 、 IP 電言舌；からは04已 -933 -巳133 FAX 04己-目33-已巳已3 

受付時間月曜〜金曜9:3日〜18:日日 

±曜 目:3日〜12:0日、13:00〜17:3日（日曜、祝日および当社体曰は休ませていただきます） 

住所〒22邑-8已2巳巧奈り I 県横お市緑区白山 1-16-2 






























t お電話によるほいかた-商品に関するご相談 


カスタマーヴポートセンター 

受付時間月曜日〜金曜日 9:30〜18:00 

±曜日 9:30〜12:00、13:00〜17:30 

※日曜、祝日及び当社休曰を除く 


SS. 0570-010-1 14 

※一般電話•公衆電話からは、巿内通話料金でご利用いただけます。 

♦携帯電言舌、 PHS 、 IP 雲言舌からは045 -933-51 33 
♦ FAX 045-933-55 已3 


ホー^ムぺージのヴポート'睛報について 

製品に関する一般的なご質問などをホームページにて、情報提供して 
います。ご活用くださし、。 

http :// www . kenwood . co . jp / faq / 


修理などアフターサービスについて 

お買い上げの販売店か、「ケンウッド全国 サービス 網」をご参照のラ 
え、最寄りのサービス窓□にご相談ください。 


KENWOOD 

巧な会なクンウ'ッド 

干 192- S 已2已東京都八王子市石川の 2967-3 











